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串木野学の集大成 「最終報告会」を開催しました。

２日（水），３年生が，これまで進めて

きた「串木野学」の成果を披露しまし

た。いちき串木野市の様々な地域素

材の中からテーマを設定し，新たな価

値やよりよい社会実現のための提案

や解決策を創出する取組みを行うの

が「串木野学」です。

会場となった市民文化センターには

保護者だけでなく，生徒の学びにご協力いただ

いた方々，そして市来農芸高校の生徒たちも駆

けつけてくださいました。外部から１００名弱の

観覧。これまでになく，多くの方にお越しいただ

きました。

また，３０日には，県教委が発表準備の様子

を視察に来校したほか，報告会当日は複数のマ

スコミ取材も。「串木野学」の取組が地域だけで

なく，県レベルで認知されてきていることを改

めて実感しているところです。

各グループは，発表に至るまでに，それぞれに紆余曲折，試行錯誤があったようです。これま

での学びのボリュームを８分間の発表時間に収めることに，生徒たちは直前まで苦しんでいた

ようでしたが，これまで取材したことや体験談などをわかりやすく紹介したり，実演したりするこ

とによって，探究活動の成果や今後の展望をしっかりと伝えることができました。

３年生にとっては「最終」の報告会ではありましたが，「串木野学」で身につけた学びの「手法」

を，今後は主権者として，社会人としての立場で生かしてほしいと思います。また，１・２年生に

は，串高の「探究マインド」をしっかりと受け継いでいくことを期待します。

会を終えて……甲乙つけ難く，順位をつけるべきか考えさせられました。また，多くの地域の

方々が串高生を大切にしてくださっていることを再認識しました。ありがとうございます。

インスタ，ＦＢもご覧ください。串木野高校，頑張っています！（文責 立森）

観客参加型のプレゼンで一体感を演出

最優秀賞グループのプレゼンの様子

最終結果

最優秀賞「いちき串木野市の郷土芸能をもっと知ってもらうには」

井上果凛（西中） 大久保美空（市来中） 楠生未来（西中） 春口香理奈（市来中）

優秀賞 「いちき串木野市を子育て世帯が暮らしやすい町にするためには」

岡村瑛（谷山北中） 黒木瑠依（市来中） 中村雪音（谷山北中） 水流樹里亜（串中）


